
1. マーケット・レート
9月26日 9月27日 9月28日 9月29日 9月30日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.2420 3.2340 3.2160 3.2590 3.2620 +0.0030
BRL/JPY Spot 30.94 31.05 31.30 30.99 31.08 +0.09
EUR/USD Spot 1.1254 1.1217 1.1216 1.1223 1.1240 +0.0017
USD/JPY Spot 100.33 100.43 100.69 101.03 101.33 +0.30

6MTH(p.a.) 13.41 13.36 13.32 13.35 13.34 -0.0075
1Year(p.a.) 12.52 12.49 12.50 12.51 12.51 -0.0059
6MTH(p.a.) 2.289 2.260 2.218 2.183 2.034 -0.149
1Year(p.a.) 2.273 2.550 2.193 2.182 2.161 -0.021

株式 58,053.53 58,382.49 59,355.77 58,350.57 58,367.05 +16.48

CDS 279.50 275.35 267.35 275.60 272.78 -2.82

商品 184.981 183.105 185.903 185.828 186.316 +0.488

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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伯中銀の年内利下げ観測が強まる

今週発表した四半期インフレーションレポートで伯中銀は2017
年第1四半期のインフレ率予想を6.2%とし、インフレターゲット上

限の6.5%を下回るとの見方を示した。また、金融政策変更の要件

として、インフレ率の低下と財政改革法案の審議進行を挙げた。こ

れを受けてマーケットでは来月のCOPOMで伯中銀が利下げを行

うとの見方が強まり、レアル先物金利が低下した。当行は引き続

き、年内金利据え置きをメインシナリオとするが、歳出上限設定法

案が可決された場合、最速で11月利下げの可能性が出て来たと

考えている。
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• 今週のレアルは3.25を挟んで揉み合う展開。

• レアルは週初3.2490で寄り付いた。OPECの非公式会合で減産が合意されたことを受けて原油先物価格が上昇すると、レアルは週間高値

となる3.2140を示現。しかし、ドイツの銀行が米当局から多額の和解金を要求されている問題でリスク資産売りが優勢となると、レアルは急

落し週間安値3.2670を付け、結局3.2620で越週。

• 伯中銀公表のアナリスト予想調査では2016年のGDP成長率予想が▲3.15%から▲3.14%へ3週連続で引き上げられたが、2017年予想は

1.36%から1.30%に下方修正された。インフレ率予想は2016年末が7.34%から7.25%に2週連続で下方修正され、2017年末も5.12%から

5.07%に引き下げられた。

• 27日、伯中銀が四半期インフレレポートを発表。インフレ率がターゲットに近づいているとの認識が示され、市場では年内利下げ観測が高

まった。

• 28日、アルジェで開催された非公式会合でOPEC加盟14ヵ国が原油減産に合意。減産合意は2008年12月以来約8年ぶりとなる。加盟国は

今後生産を日量3300万バレルに制限する。この決定を受けてWTI先物は44ドル台半ばから48ドル台半ばまで急伸した。

• 30日、米司法省がドイツ銀行に科すモーゲージ担保証券の不正販売をめぐる罰金について、当初発表されていた140億ドルから54億ドル

に減額して近く合意すると報道された。一時最安値をつけていたドイツ銀行株は約6%上昇し、独DAXも急反発した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.15－3.30

国 予想 実績 前回

ブラジル 全国失業率 11.7% 11.8% 11.6%

ブラジル 基礎的財政収支 -22.2b -22.3b -12.8b

ブラジル Nominal Budget Balance -62.8b -62.9b -53.4b

ブラジル 純債務対GDP比 43.3% 43.3% 42.4%

米 個人所得 0.2% 0.2% 0.4%

米 ｼｶｺﾞ購買部協会景気指数 52.0 54.2 51.5

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 90.0 91.2 89.8

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 10/3 FGV CPI IPC-S Sep 30 -- 0.18%

ブラジル 10/3 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMI製造業 Sep -- 45.7

ブラジル 10/3 貿易収支(月次) Sep -- $4140m

ブラジル 10/3 CNI設備稼働率(季調済) Aug -- 76.9%

米 10/3 ISM製造業景況指数 Sep 50.3 49.4

ブラジル 10/4 FIPE消費者物価指数(月次) Sep -- 0.11%

ブラジル 10/4 鉱工業生産(前年比) Aug -- -6.6%

ブラジル 10/4 自動車生産台数(伯自工会) Sep -- 177726

ブラジル 10/5 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ Sep -- 44.4

ブラジル 10/5 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 Sep -- 42.7

ブラジル 10/5 商品価格指数(前年比) Sep -- -6.42%

米 10/5 耐久財受注(前月比/確報) Aug 0.0% 0.0%

ブラジル 10/7 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前年比) Sep -- 11.27%

ブラジル 10/7 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) Sep 8.60% 8.97%
米 10/7 非農業部門雇用者数変化 Sep 170k 151k

5.本日の主要経済指標 
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来週は米国で主要な経済指標が目白押しとなっている。特に7日に発表される9月雇用統計に注目が集まっている。現在の市
場予想は非農業部門雇用者数が前月比170千人の増加で前月の151千人を上回ると見られている。FRBの12月利上げ観測
が強まっているだけに、予想を下回れば利下げ観測が後退しレアルは買われるだろう。ブラジル国内では10月2日に行われる
地方選挙の第一次投票の結果で与党勢力が議席を伸ばすかに注目が集まる。その場合、財政改革への期待感が高まり、レア
ルは強含むだろう。OPECでの減産合意を受けて原油価格が堅調推移しており、ドイツ銀行の問題も近く合意に至る可能性が
高まっていることから、来週のレアルは上値を試す展開を予想する。


